
１ 年　自治医科大

　点  ，  ，  を頂点とする三角形の外心の座標を  とし

たとき  の値は である。

　医学部　単元別　小問即解演習　（図形と方程式）
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２ 年　東邦大

　座標平面において，直線，，に囲まれてできる三角形

の内心の座標は， である。

　医学部　単元別　小問即解演習　（図形と方程式）
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３ 年　愛知医科大

　    が本の直線を表すような定数の値は

である。

　医学部　単元別　小問即解演習　（図形と方程式）
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４ 年　日本大

　円    と直線の交点を，とする。ただし，座標が大きいほ

うの交点をとする。円上に動点をとるとき，点，，により作られる三角形の

面積の最大値は である。

　医学部　単元別　小問即解演習　（図形と方程式）
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５ 年　兵庫医科大

　円  
   と円  


    

   のつの共有点を通る直線の方程式

がとなるとき，とすれば，の値は である。

　医学部　単元別　小問即解演習　（図形と方程式）
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６ 年　東海大

　とする。つの円    と    が共有点をもたないの

範囲は である。

　医学部　単元別　小問即解演習　（図形と方程式）

-6-



７ 年　昭和大

　平面上のつの曲線   は実数 と    がつの異なる共有点をもつ

ようなの値の範囲は である。

　医学部　単元別　小問即解演習　（図形と方程式）
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８ 年　金沢医科大

　座標平面において，原点を中心とする半径の円  と点  を中心とする半径

の円  がある。  と  の上に，それぞれ点，をとなるようにとる。

の座標を   とすると，の座標は ア  イ  ウ  で

ある。したがって，がの範囲を変化するとき，との中点の軌跡は円




  エ    
オ

カ
である。また線分をに外分した点が常に軸上

にあるのは キ のときである。

　医学部　単元別　小問即解演習　（図形と方程式）
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９ 年　獨協大

　本の直線……①，……②の交点をとする。

が実数全体を動くとき，の軌跡は円


  ア  



 
イ

ウ


エ

オ
から

点  カ  キ  を除いたものとなる。

　医学部　単元別　小問即解演習　（図形と方程式）
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10 年　杏林大

　次の連立不等式の表す領域をとする。

　　　，  

点  がこの領域内を動くとき，の最大値は であり，この最大値を

与える点の座標は    となる。また，，の最小値は であり，

この最小値を与える点の座標は    となる。

　医学部　単元別　小問即解演習　（図形と方程式）
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